
⼭⼝河川国道事務所

国土交通省 中国地方整備局
山口河川国道事務所における

i-Constructionの取組について
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⼭⼝河川国道事務所

○平成２８年度よりＩＣＴ活用工事を開始
○実施率は、Ｈ２８年度は１６％からＨ２９・Ｈ３０は５０％程度に向上
○平成３０年３月末現在、ＩＣＴ土工３工事・ＩＣＴ舗装１工事を実施中

ICT活用工事 実施状況について
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年度 工種 段階 協議中

ＩＣＴ実施状況

発注者指定型
施工者

希望Ⅰ型
施工者

希望Ⅱ型
合 計 実施率

H28 ＩＣＴ土工
公告件数 0 2 10 12

16%
内、活用工事件数 0 0 2 2

H29

ＩＣＴ土工
公告件数 0 2 5 7

56%
内、活用工事件数 0 2 2 4

ＩＣＴ舗装
公告件数 0 0 2 2

内、活用工事件数 0 0 1 1

H30

ＩＣＴ土工
公告件数 2 0 6 8

44～56%
内、活用工事件数 1 2 0 1 3

ＩＣＴ舗装
公告件数 0 0 1 1

内、活用工事件数 0 0 0 1 1

※ ●発注者指定型 ： ＩＣＴ活用が必須の工事 ●施工者希望Ⅰ型 ： 入札者がＩＣＴ活用を希望すると総合評価加算点が与えられる方式
●施工者希望Ⅱ型 ： 工事契約後に施工者の希望によりＩＣＴ活用する工事 （いずれのケースもICT活用工事に必要な経費を計上）



⼭⼝河川国道事務所
⼭⼝県防府市 富海拡幅⼾⽥⼭改良⼯事

●精 度：現道拡幅工事のため複雑な盛土形状であったが、丁張りレスで高い精度の施工ができた。
（ばらつきが出来形基準値の±50％以内98%）従来施工ではここまでの精度での施工は困難である。

●工 夫：高精度を必要としない盛土範囲については、建機搭載ＧＮＳＳ受信機器のみで施工。完成高さに近づいてか
ら基準局を設置し補正情報を取得して高精度に施工。必要なタイミングで精度を高め、コストを抑えた。

●その他：本工事で取得した基本技術を応用し、別工事（舗装工事）ですでに活用を開始した。
：若手職員を中心に技術を取得。社内での評価が高まり、若手職員のやる気が向上した。
：見学会の合同開催等により、当該事業箇所の他工事業者さんとも情報交換を行ったことから、より多くの

技術を習得できた。
●留意点：3次元設計データ作成に際して、定規断面（20mピッチ）のみでなく、縦横断変化点毎に設計データが必要。

施⼯者の声

受注者：シマダ（株)

３次元設計データを、受発注者間で共有。
既設道路への影響、排水等を把握。施工内容合意形成。

見学会開催 （富海事業４工事で合同開催）
（施工業者・測量会社・発注者・県市・高校生約200人）

測量作業
■従来施工（想 定） 起工測量５５人・日（内・外業）、施工中準備丁張り等 ３人・日（内・外業） 、出来形測量６人・日、検査３人・日

■ＩＣＴ施工（本工事） 起工測量 ６人・日（内・外業）、施工中3Dﾃﾞｰﾀ作成等１．５人・日（内・外業）、出来形測量２人・日、検査１人・日

◆起工測量：UAV 建機：マシンコントロールブルドーザー 出来形管理：UAV
◆路体盛土（ICT）９,０００m3 出来形評価面積 約３,０００m2

○測量作業が１／６に効率化（従来施工 ６７日 ⇒ ＩＣＴ施工 １０．５日）
○丁張りレスでも高い施工精度を確保 ○若手職員のやる気が向上
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⼭⼝河川国道事務所

施⼯者の声

山口県周南市 富海拡幅椿峠地区改良工事 受注者：井森工業（株）

○起工測量にUAVとLSによる３次元測量を採用、測量業務の効率化と安全性が向上

○ICT建機を活用することで、丁張設置作業等がなくなり、省力化と安全性が向上
○高精度な施工のために、3次元設計データを搭載した電子野帳を使用し、TS測量を日々実施

●測量：起工測量は従来であれば4日が、UAV1日、LS1日に短縮できた。
●施工：熟練オペレーターとICT建機を組み合わせることで、より生産性の向上に繫がった。
●品質：出来形管理も概ね規格値の50％以内であり、高い精度で施工することができた。
●安全：丁張が不要となるため、重機周辺に人が立入ることが減り、接触の危険が無く、安全性が大幅に向上した。
●検査：従来の施工管理は、測量及び管理図作成に時間が掛ったが、検査時は管理図1枚で、大幅に効率化が図れた。
●課題：現場環境により衛星の受信状況が不安定で施工精度のチェックに手間が掛った。
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⼭⼝河川国道事務所

施⼯者の声

山口県防府市 富海拡幅戸田山地区第２改良工事 受注者：大栄建設（株）

○会社として初めてのＩＣＴ施工

○起工測量はＵＡＶとLSを実施済み。ＩＣＴ土工は、油圧ショベル及びブルドーザーを予定。

○技術支援業務による適切なアドバイスにより、円滑にICT技術の活用が出来ている。

・技術支援業務に、3次元起工測量計画時に、現地状況に応じてドローンで行うかレーザースキャナーで行うか
の判断の相談ができた。

・測量から成果ができるまでの過程を一通りの過程を体験することができた。
・起工測量が早くて正確である。
・設計データの修正に時間を要した（元データは発注者からの貸与：修正は自社で対応）

【工事概要】
工期：平成30年10月～平成31年5月（工期延期予定）
工事延長 Ｌ＝３４０ｍ（全体）

掘削工 約１０００ｍ3
盛土工 約４０００ｍ3
法面整形工 約 ３００ｍ2
擁壁工、排水構造物工 1式

現在、進捗率２５％、擁壁工施工中

中国ＩＣＴチャレンジ型 ＩＣＴ土工の未経験企業がＩＣＴを活用し、メリット等を経験・発信する試行工事。
実施方法等の技術的支援を別途業務で実施。

ＵＡＶ測量 ＬＳ測量

中間報告

ＵＡＶ測量 ＬＳ測量

技術支援業務による技術支援
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⼭⼝河川国道事務所

6

●国道交通省ＨＰに監督検査要領などICT技術導入に必要な情報を掲載中

の情報提供



⼭⼝河川国道事務所
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※上記の表示を交互に繰り返しているバナーをクリック

これは中国地方整備局の
ＨＰです

●中国地方整備局ＨＰに 情報ページに取組ＰＲ動画を掲載中

の情報提供



⼭⼝河川国道事務所

●山口河川国道事務所ＨＰで山口県i-Construction推進連絡会の情報提供中

の情報提供

例えばH30.12.13の説明会資料
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